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　APWSLの３年に１度の総会がタイのバンコクで開催
された。１４カ国から40人が参加した。日本からは
代表の原田恵子と渡邉弘、共同議長の遠野はるひ、通
訳の山崎精一の４人が参加した。
　APWSLのネットワークは専従の調整委員と二人の共
同議長の三人からなる書記局により日常的に運営され
ている。しかし、この間この書記局がうまく機能せず
その開催が心配されていた。書記局にタイ委員会、東
南アジア地域調整委員のマレーシアのセイド・シャ　

ヒールとACFODを加えた総会組織委員会を作って対
処してきた。地元タイ委員会の懸命の努力もあり、総
会は無事開催された。しかし、準備不足であったこ
とは否定できず、また予算不足から会議2日とエク
スポージャ１日の短期間の日程しか取れず、充分な
論議ができたとは言えない。
　まだ新書記局から総会報告が届いていないので、
総会速記録を参考にして総会での議論と決定内容を
報告する。

　　　　　　　編集長　山崎　　精一編集長　山崎　　精一編集長　山崎　　精一編集長　山崎　　精一編集長　山崎　　精一

　　　　■　　総会会場　　■

　総会の会場は飛行場のすぐ近くの女性教育訓練セ

　厳しい対立もあった総会終了後､
　　　　　記念撮影に肩を寄せ合う総会参加者
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ンター。ソアムサワリ王女が主催する女性の地位
向上協会が運営する施設で、女性のためのシェル
ター、保育所、体育館などを含む広々とした施設
である。その資金は日本の笹川財団から出てお
り、全ての建物にその旨大きく表示されている。
われわれが宿泊した国際ゲストハウスには笹川良
一の大きな絵が飾られ、総会会場の研修センター
には胸像が置かれていた。
　総会会議室は広く、設備も良くタイ委員会の女性た
ちにより綺麗に飾られていた。日本製の最新のプロ
ジェクターも備わっていたので、ニュージーランド委
員会からオブザーバー参加していたジョン・メイナー
ドに総会での発言をノートパソコンを使って速記して
もらい、その画面をプロジェクターで拡大表示するこ
とを日本委員会から提案して実現した。各国の特徴豊
かな英語を理解する上で、また通訳するのに大変助
かった。
　総会１日目の議長は遠野、二日目はオーストラリア

ンフォーマルセクター労働者を組織しなければな
らないというものであった。

　　　　■ 調整委員報告　■

　昼食休憩の後、調整委員のルビナからこの三年間
の活動報告があった。（この内容については翻訳して
次号に掲載する予定である。）この報告に対して、
ニュージーランドとタイから財政状況についての質
問があった。これに対してルビナは「書記局会議に
地域調整委員を参加させることとなったために資金
不足に陥った。ＨＩＶＯＳ以外の資金提供団体を探
すために五つの団体に問い合わせているが返事がな
い。資金団体を訪問するためにヨーロッパに行く金
もない。この総会で資金獲得の新しいアイデアが出
ることを期待している。」と答えた。またバングラ
デッシュのタファツルからは、地域調整委員の活動
報告がない、調整委員からの連絡が来ない、インド
との交流計画も実現していないなどの指摘があった。
「協力の得られない地域調整委員もいるので、調整委
員報告に問題として指摘しておいた。バングラデッ
シュとの連絡はうまくいかなかったのウィルスなど
バソコンの問題と私が国内的に忙しかったのが理由
である。また一般的に私への連絡が不足していた。」
という回答がルビナからあった。
　
続いて前回の総会で決まった五つのプロジェクト

の報告が行われた。
1　多国籍企業　　　　　　フィリピン　　　委員会
2　インフォーマルセクター　バングラデッシュ　同
3　労働安全衛生　　　　　　オーストラリア　　同
4　グローバル化　　　　　　韓国　　　　　　　同
5　国際労働組合ネットワーク　　ネパール　　　同

　これらの内容についても次号で紹介する予定であ
る。

選出議長のマンリコ・モロであった。

          ○　１日目  ○

調整委員のルビナの開会の挨拶、タイ委員会から
の歓迎の挨拶に続いて参加者全員が自己紹介。皆非常
に簡潔な自己紹介で予定時間を大きく下回った。

続いてチュラロンコン大学教授のチャロエンロエ
トさんから「グローバル化の労働運動」と題する基調
報告。内容は97年の経済危機以降のタイ経済の現状
と労働者の置かれている状況、タイ労働運動の概況で
あった。その結論は労働組合運動はＮＧＯと協力して
社会的に運動を広げ、未組織労働者、移住労働者、イ

　　　総会会場の女性教育訓練センター

　　　退任の挨拶をする旧書記局の三人

　
　

バンコク総会報告特集バンコク総会報告特集バンコク総会報告特集バンコク総会報告特集バンコク総会報告特集
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　　　　■　日本委員会報告　■
　
　次に各国委員会からの報告が行われた。そのトッ
ブは日本委員会の渡邉であった。渡邉は以下の項目
を報告した。
▼ 2000年に台湾へのオルタツアーを１０名で行

い、台湾産業総工会、労働人権協会、労工教育
資料センターなどと交流した。

▼ 2000年プロジェクトの一つであるグローバル化
に対抗するために開催されたソウルでの会議に
参加した。

▼ 郵政全労協と共同してニュージーランドの郵政
労働者との交流を実現した。

▼ フィリピントヨタ労組の争議支援を「支援する
会」ﾋ を通じ行っている。

▼ トヨタの子会社アラコ社がインドネシアで操業
する部品メーカーＰＴカデラ社がストライキを
暴力で排除して二人の労働者を殺害したことを
糾弾するためにアラコ本社に行った。

▼ 京都に本社のある韓国オムロンの労働者の日本
での交渉を多くの仲間とともに勝ち取った。

▼ グローバル化に対抗する連続セミナーを毎年開
催し成功した。

▼ インターネットで労働運動を結ぶレイバーネッ

　　　　　

       　○  二日目　○
　
　残りの４カ国の報告がまず行われた。
　

　　　■　規約修正提案　■規約修正提案　■規約修正提案　■規約修正提案　■規約修正提案　■　

　今総会に向けてオーストラリア委員会から規約改
正案が事前に提案されていた。ＡＰＷＳＬの規約は
六年前のカトマンズ総会で採択されたものであり、
その改正が議題になるのは今回が初めてであった。
　オーストラリア委員会の提案は８項目にわたるも
のであったが、その主要な改正点は次の三点であっ
た。
①　ネットワークという組織規定を廃止して、もっ
と統制のある組織とする。
②　ＡＰＷＳＬの趣旨と目的に反するような各国委
員会はその意思に反して総会で除名できるようにす
る。
③　各役員の男女半数、男女交代原則を改め、地域調
整会議メンバー７人の半数以上を女性と定める。
　
　日本委員会は事前にこの改正案について討議し、
ネットワークという自己規定を守り、各国委員会の
独立性を尊重する、③の改正案では重要な書記局メ
ンバーが全員男性で残りの地域調整委員は皆女性と
いう事態を防げないので実質的には女性の参加促進
にならない、として反対することを決定して総会に
望んだ。

　総会での討議は一項目づつ行われ、オーストラリ
ア委員会が趣旨提案をし、バングラッデッシュのみ
が賛成討論を行った。渡邉が日本委員会を代表して
度々発言し反対理由を述べた。マレーシア、パキスタ
ン委員会など多くの国も反対討論を行った。
　投票結果は次のとおり圧倒的少数で全て否決され
た。この最初の投票に際して、議長のマンリコが旧役
員７人にも投票権があることを確認したので、賛成
５票というのはオーストラリアとバングラデッシュ
の各二名と議長のマンリコである。

出席　３３人　　決定　賛成２２人以上必要

修正案　1　（原理・労働者の権利追加）　　賛成　5　
　反対　26　　否決
　　　　2　（目的・ネットワーク削除）　　賛成　5　

ト日本に参加している。

　１４カ国全員がきっちりと報告をしたため、非
常に時間が掛かり、一日目では報告は終わらな
かった。

　　　　
　　　　
　　

　
　

　　ジョン・メナードと渡邉　弘　
　エクスポージャで訪問した青銅工芸センターで　
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　反対　20　　否決
　　　　3　（会員権の取り消しと紛争）　　賛成　6　
　反対　22　　否決
　　　　4　（役員・半分以上を女性に）　　賛成
　7　　反対　22　　否決
　　　5-7　　　同上　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　取り下げ
　　　　8　（傍聴者の項　削除）　　　　　賛成　8　
　反対　24　　否決

　この規約改正を巡る討議と採決結果が示している
のは、オーストラリア委員会が抱いているＡＰＷＳ
Ｌの現状認識とあるべき姿が他の国からは支持され
ていないし、理解もされていなかったということで
ある。日本委員会は総会直前にオーストラリア委員
会から提案趣旨の説明を受け、また総会での討議を
通じて、オーストラリア委員会がなぜこのような改
正提案をしたか理解することはできた。それは議長
国を引き受けることにより、総会や地域調整会議、書
記局会議で決めたことがなかなか実行できないこと
に悩み、何とか改善したいという趣旨である。しか
し、それを規約改正により解決しようとするのは誤
りである。まして、ネットワークという現状をやめて
中央集権化し、有能な男性が中心的な地位に付ける
ような方向で規約改正するのは、ＡＰＷＳＬの原点
を変えてしまうことに等しい。議長マンリコの強引
で官僚的な議事進行とあいまってオーストラリア委
員会は総会参加者の共感を得ることに失敗したこと
は明らかであった。

　　　　■　役員選出　■役員選出　■役員選出　■役員選出　■役員選出　■

　　　　　次の議事は役員選出であったが、その前の規約改
正論議での雰囲気が持ち込まれた。まず冒頭で、共同
議長に立候補しているマンリコは議長席から降りる
べきだとの動議がマレーシアから出され、討議採決
なしでマンリコが自ら降り、遠野と議長を交替した。
　最初に一番重要な調整委員の選挙が行われた。ま
ず、バングラディシュのタファツル・フセイン候補よ
り投票になるなら辞退するとの意思表明があった。
これで立候補者はルビナとアントンの二人となり、
それぞれ立候補の演説を行った。
　選挙管理委員が選出され、傍聴人のＡＣＦＯＤの
ヌッドが選ばれ、バングラデッシュのシャミン、スリ
ランカのギナナティラケ、渡邉の三人が立会人が指
名された。投票は一票投票により行われ次のとおり
の結果であった。

　　投票結果
ルビナ・ジャミル（パキスタン）　　8
アントン・マルカス（スリランカ）　21　　当選
無効　　　　　　　　　　　　　　　4

　続いて共同議長の選挙が行われた。立候補してい
たパキスタンの女性アイマ・マハムドが総会を欠席
しており、立候補取り下げの表明がパキスタン委員
会から行われた。その結果、女性はスリパイ・ノン
シー（タイ）に決定した。
　男性は二名の立候補者がいたのでそれぞれ立候補
演説をして投票が行われた。

ルーク・コクソン（ニュージーランド）　　20　当選
マンリコ・モロ（オーストラリア）　　　　9
無効　　　　　　　　　　　　　　　　　4

この二つの役員投票は無記名投票のため、各国が
誰を支持したかは分からない。しかし、両方とも現職
が同じような票数しか取れずに落選したことは、現

書記局に対する批判が強いことの現われと見るこ
とが出来る。

　　　　■　交替時期問題　■

新書記局が選出された時点で昼食休憩となった。
しかし、その直前にバングラデッシュからいつ新書記
局との引継ぎが行われるのかという質問があり、選挙
結果が鮮明なものだったので直ちに午後の議題から新

　　　　真ん中が新議長のルーク・コクソン
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書記局が引き継ぐべきだという意見がマンリコか
ら出された。この意見について討議も採決もしな
いまま昼食休憩にはいり、新旧書記局が握手し祝
福しあうなど光景が見られ、引継ぎは終了したか
のようであった。
昼食休憩が終わって総会が再開されると共同議

長に選出されたばかりのルークが議長席に座って
議事を司っている。そこで、新書記局に直ちに引
き継ぐという決定がどこで行われたか原田が質問
した。誰からも回答がないまま、マレーシアや
フィリピンから総会終了まで旧書記局が司会し責
任を取るべきだという意見が出され、マンリコが
議長席にもどる。
各地域から調整委員を選出するために各地域ごと

に分散して議論をする。東アジアについては日本、香
港、日本、韓国と地域調整委員を務めているため台湾
から出してもらうことがずっと課題になってきた。
地域調整委員の韓国のリーからの働きかけもあり、
台湾では検討をしてきたようで労工教育資料セン
ターの若い男性チェン・ボウェイが地域調整委員を
引き受けるとの発言があった。台湾ではもう一つの
団体、労働人権協会もＡＰＷＳＬに参加しており、そ
の反応が心配されたが、チェンによると台湾から出
すことでは事前に合意しており、大丈夫ということ
であった。各地域の話し合いの結果次のように決
まった。東南アジアと太平洋については氏名が確定
しないため、決まるまで現在の地域調整委員が代行
し、新地域調整委員の選出に責任を持つこととなっ
た。

　　　　　　　地域調整委員
東南アジア　　　インドネシア　　未定　　　女性

東アジア　　　　台湾　チェン・ボウェイ　　男
性
太平洋　　　　　東チモール　　　未定　　　男性
南アジア　バングラデシュ　シャミン・アラ　女性

　　■　　■　　■　　■　　■　 将来プロジェクト将来プロジェクト将来プロジェクト将来プロジェクト将来プロジェクト　■

　次に将来の活動とプロジェクトの議題に移った。
これまでのプロジェクトは全て予算も切れているの
で、やりたい活動とプロジェクトは全て新たに提案
し、一つ以上の賛成国がないと議事として取り上げ
ないとの議長マンリコの説明があり、各国から提案
が次々と出された。

　　　　　　　　　　　　提案　　　　　　　支持
1　労働安全衛生　　　オーストラリア　　　　タイ
　2　タイ韓国交流　　　タイ　　　　　　　　韓国
3　青年労働者　　ニュージーランド　　バングラデシュ
4　テロと戦争の影響　韓国　フィリピン・パキスタン
5　国際労働組合ネット　　ネパール　　　　インド
6　サブ地域交流　　　　　　日本　　　マレーシア
7　多国籍企業とオルグ養成　フィリピン　スリランカ
8　ホームページ　　　　　　韓国　　　　　日本
9　労働法改悪　　　　スリランカ　　　バングラデシュ
10　活動家養成　　　　パキスタン　　マレーシア
11　インドネシア韓国交流　インドネシア　　韓国
12　ジュート労働者交流　バングラデシュ　インド
13　グローバル化　　　　バングラデシュ　　パキスタン
14　女性労働者研修　　　パキスタン　バングラデシュ
15　投獄活動家救援　　　オーストラリア　マレーシア
16　女性労働者　　　　　スリランカ　　ネパール
17　組合権否認　　　　　フィリピン　　　インド
18　インドネシアの新聞発行　インドネシア　マレーシア

　日本はこれまで３回行われてきた東アジア交流に
ついて説明し、その継続のために全地域で地域交流
計画を建てることを提案した。全ての提案について
支持する国が求められ、右の国が名乗り出て18全て
のプロジェクトが出されず、２月に資金提供団体の
ＨＩＶＯＳから最後の資金が支出され、調整委員の
未払い賃金やこの総会の費用を支出すればほとんど
金が残らないこと、ＨＩＶＯＳへの新たな資金要請
は出されていないことが報告された。これに対して
マレーシアから会計報告を総会にではなく新書記局
に提出するよう動議がだされた。この動議に対して
討議もないまま、採決に入り、次のとおり採択され
た。
「会計報告を総会ではなく新書記局に提出する。」
　　　　　提案マレーシア　支持オーストラリア　　自作の曲を歌う東アジア調整委員のチェン
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採決　　　賛成　22　　反対　2　　　　可決

　この動議の提案理由がきちんと説明されなかっ
たので日本代表の二人は反対した。　

　■　プロジェクトに関する動議　■プロジェクトに関する動議　■プロジェクトに関する動議　■プロジェクトに関する動議　■プロジェクトに関する動議　■

　予算の見通しがないまま18のプロジェクトを取り
上げることを決めてしまったことに気が付いた新議長
のルークから、全てのプロジェクトを実施する予算が
ない以上、優先順位をつける権限を新書記局に与える
よう提案が出された。
　香港からは反対意見が出され、総会の場で決めるべ
きだとの動議が出され、取り上げられた。しかし、
ニュージーランドのルークからの提案が先に採決さ
れ、次のとおり承認されたので、香港の動議は取り下
げられた。

「18のプロジェクトの優先順位を決める権限を書記局
に与える。」
　　　　提案ニュージーランド　支持日本
採決　　　賛成　21　反対　8　　　可決

　この時点で討論終了時刻の５時が迫っていたので、
討議を５時半まで延長する動議が出され承認された。

　　■　将来活動に関する動議将来活動に関する動議将来活動に関する動議将来活動に関する動議将来活動に関する動議　■　　

共同議長をこれまで務めてきた遠野より、その経験
を踏まえて将来活動に関する二つの提案が事前に出さ
れていた。

1 「書記局で意見が分かれたら、地域調整委員を意
志決定に参加させる。」

「参加のための「機構」を作る」というの文言を削除
する修正がマレーシアから提案され、提案者が受け入
れた。
採決　　　賛成　22　　反対　0　　　可決
2　「書記局の三人の間と地域調整委員を含めた七人の
間の二つのメーリングリストを立ち上げる。書記局と
地域調整委員のメーリングリストでは、財政を含む情
報を共有化する。」
採決　　賛成　27　　反対　0　　　可決

　厳しい意見の対立が続いていた総会は終了間際に
なって初めて全会一致が見られた。　

　　■　次期総会に関する動議次期総会に関する動議次期総会に関する動議次期総会に関する動議次期総会に関する動議　■　
　
最後に次期総会をこの総会では決めず、「地域

調整会議との協議の後、書記局が次期総会の開催
を決定する。」提案がマレーシアから提出され、
可決された。
採決　　　賛成　26　　反対　2　　　可決
　　　　　　

■　まとめ　■

旧書記局が充分に機能していなかったために、今
回の総会は非常に不十分なものとならざるをえな
かった。書記局から総会に提出された文書は調整委
員活動報告だけであった。会計報告も、活動方針案、
予算案も提出されなかった。ＡＰＷＳＬは法律によ
り規定されている労働組合ではなくネットワーク組
織であり、異なる組織運営の方法がある。活動方針
案も予算案も事前討議に掛けられるのではなく、総
会の場で書記局から大まかな提案があり、総会の議
論の中で決定するというのが、これまでのあり方で
あった。しかし、今回の総会では書記局からの提案
もなく、活動方針についてはプロジェクトのみの討
議であり、予算については討議もされなかった。こ
れはもちろん予算のための資金獲得の見通しがつい
ていない、という現状を反映している。しかし、会
計報告も提出されなかったので、予算の危機的状況
は全体では共有化されなかった。
今総会での成果は、第一に機能不全に陥った書記

局に替わる新しい書記局を選出したことである。元
調整委員で経験豊かなアントン、若く献身的なルー
ク、カトリツク青年連盟での豊富な経験を持つスリ
パイの三人の協調に期待したい。また地域調整委員
も待望の台湾や新加盟の東チモールから新たに選出
され、新鮮な顔ぶれとなった。
　第二の成果は、ＡＰＷＳＬを明確な政治性を持っ
た組合・労働団体の集まりに変えようとする動きを
否定し、多様性を持ったネットワークとしての位置
付けを再確認したことである。新たな内容を獲得し
たわけではなく、いわば原点を再確認しただけであ
るが、これまで維持してきたネットワークを崩壊さ
せかねない動きを封じることができた。
　課題としては、草の根の労働者のネットワークに
ふさわしい総会の運営方法を作り出さなければなら
ないという点である。もっと時間を取り、十分に通
訳に配慮し、全体の討議を通じた合意を大切にしな
ければならない。今回のような英語が話せる活動家
向けの効率的な総会運営では、どれだけ全体の意思
反映と合意ができたか疑わしい。

バンコク総会報告特集バンコク総会報告特集バンコク総会報告特集バンコク総会報告特集バンコク総会報告特集
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　バンコク総会の内容報告については、山崎さんや渡
邉さんがまじめにきっちりとされると思うので、初参
加の私は、自己チュー感想記でお許しを！

  ［後悔と不安を胸にバンコクへ］
　
  バンコクへ向かう機内で私はなぜここにいるのだろ
うかと、訳の分からない不安におそわれました。そも
そも、APWSL日本委員会の共同代表であることすら不
思議でした。私の所属する組合は大阪でAPWSLに加盟
していますが自分自身例会にもほとんど出席したこと
もなく、組織形態も活動内容も無知でした。昨年、突
然、大阪のメンバーで私がいつもお世話になり信頼し
ている山原さんから、共同代表をしてほしいと依頼が
ありました。今までやっておられた方が育児に専念さ
れるので、女性が必要だとのこと。深く物事を考えて
行動する性格ではないので、なにもわからないけど私
で役に立つなら名前だけでも使ってちょうだいという
安易な気持ちで引き受けてしまいました。
　昨年７月の日本委員会の総会も大阪のメンバーが一
緒だったので無難に切り抜けることができました。バ
ンコク行きも大好きなアジアで未知の人々と出会える
と、喜んで引き受けました。ところが出発が近づくに
つれて私の理解不能な難題が満載のメールが飛び交
い、これは大変な会議に出席するのだなあと不安で一
杯になりました。頼みの綱の大阪のメンバーの同行も
なく、一度しか会ったことのない東京の人たちとうま
くやれるかどうか心配でした。こんなことならバンコ
クへ行くなんて言わなければよかったと後悔してもど
うしようもない。「そうだ！出迎えの人とうまく出会
えなかったら観光でもしよう」と地球の歩き方を熟読
し、ルンルン気分で空港に降り立ちました。
　ところがAPWSLのカードを持った優しい微笑みをた
たえた、タイの女性がちゃんと出迎えてくださいまし
た。逃亡者になる夢ははかなく消え、感謝と友好の心
に切りかえてセンターに向かいました。

　［チームワークで
　　　　　総会を乗り切った日本委員会］

　
　自己チューでびっくり箱のような私を終始フォ
ローしながら総会に臨むはめになった山崎さん渡邉
さんに感謝します。特に英語のできない私に付きっ
きりで会議以外でも通訳していただいた山崎さんの
疲労は筆舌に尽くせないものでした。お陰様で何不
自由なく過ごすことができました。オーストラリア
委員会から出された規約改正案にも三人の考えが
ぴったりと一致し反対でがんばりました。わがまま、
傲慢なマンリコ・モロさんのおかげで、共に憤慨し
結束が固まりました。今後の日本委員会が力を合わ
せて特色ある活動に邁進していければよいと思いま
す。

　　　　［忘れられない出会い］
　
　多くの人々と出会えました。中でもニュージーラ
ンドから個人参加していたジョンさんのことが、日
本に帰ってからも折に触れ思い出されます。ギター
が上手で会議中にみんなの心をほぐし、和やかにす
るために歌を歌おうと呼びかけたり、難解な英語を
わかりやすく要約して画面に提示してくださって、
出席者は大助かりでした。

　　　バンコク総会参加記　バンコク総会参加記　バンコク総会参加記　バンコク総会参加記　バンコク総会参加記　11111

　　　　　　　　　I  Love APWSLI  Love APWSLI  Love APWSLI  Love APWSLI  Love APWSL
　共同代表　　　　　　　　　　原田　　恵子原田　　恵子原田　　恵子原田　　恵子原田　　恵子

　　スリランカとバングラデシュの女性代表
　　と原田代表　最終日の文化交流の夕べで
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　会議二日目、マンリコ・モロさんが落選して途中
で司会進行役を放棄すると言い放ったところで昼食
になり、私は怒りまくっていました。山崎さんも渡
邉さんも同じでしたが、私は食事も満足にできない
くらい腹が立っていて、きっと鬼のような顔になっ
てでもいたのでしょう。ジョンさんが午後再開の前
に日本委員会のメンバーで「幸せなら手をたたこう」
を歌いませんかと言ってきましたが、「私は幸せな気
分じゃないから歌わない」と八つ当たりをしていま
した。カッカしている私に（男性二人も怒っていた
けれど大人だからぐっと押さえていたのでしょう）
ジョンさんがアイスクリームを食べませんかと持っ
てきてくれました。冷たい甘さとジョンさんの優し
さが心に染みわたりました。
　再開後、無責任は断固許せないとの思いで抗議し、
マンリコ・モロさんが最後まで司会進行をすること
になりました。終了後ふと我に返ったら、初参加で
ろくに活動もしていない私が思いきったことをして
しまったなあと落ち込んでいました。するとジョン
さんがそばに来て「あなたはとても正しいことをし
ました。会議の運営上重要なことです」と励まして
くださいました。ニュージーランドの美しい花の写
真が一杯載っているカレンダーをいただきました。

アイスクリームやカレンダーを見るたびにジョンさん
の優しい心遣いが感じられていつでも幸せな気持ちに
なります。
　

　　［　また参加するでー　］

　タイ女性労働者がたくさん傍聴に来ていましたが、
地方から出てきて縫製工場で働いている女性と友達に
なりました。彼女も英語がほとんど話せなかったけれ
ど心を通わせたいと思えば何とでもなるものです。ブ
レイクタイムのたびに話しかけてくるネパールの女性。
エクスポージャーで車が止まるわずかな時間をみつけ
ては、タイの食べ物を買い込んでは食へのあくなき追
究を怠らない台湾と香港の女性たち。それを横から全
部味わう幸運に恵まれた私。全ての人たちの国に行っ
て、活動している様子を見たい！日本委員会のメン
バーをうまく丸め込んでスタディーツアーを出そう！
そのためには、私たちはこんな活動を真剣に取り組ん
でいますという足元の運動をしっかり創り出さねばと
決意を新たにしました。懲りない私は３年後の総会を
楽しみにがんばります。ジョンのように実費でも行く
でー。

前列左から、シャミン・アラ（バングラデシュ）ジョン・メイナード（ニュージーラン
　ド）山崎　精一、渡邉　弘、原田　恵子
後列左から、チェン・ボウェイ（台湾）ティヨノ（インドネシア）ダヌ・ルディオノ（同）
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　　　　　　　　　　２日間の総会を終え会議場から部屋に戻った通訳
の山崎さんが「やっと終わりましたね」と僕に語りか
けた。僕は即座に答えた。「新しい始まりです」と。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　僕と僕と僕と僕と僕と A P W S LA P W S LA P W S LA P W S LA P W S L

　４年前、郵政全労協とＮＺ郵政労組との交流をきっ
かけに僕はＡＰＷＳＬに関わることになった。言葉の
壁を越え互いの文化の違いを認め合い、規制緩和、民
営化攻撃にたじろぐことなく立ち向かうＮＺ郵政労働
者の姿にすっかり感動した僕は『労働者の草の根レベ
ルの交流こそ現場に働く労働者に自信を与える』もの
と確信した。ＡＰＷＳＬに加入したその年の１１月Ａ
ＰＷＳＬの第７回コロンボ総会が開催され、関東の運
営委員会はその総括と感想で結構盛り上がっていたこ
と（内容は思い出せないのだが）をよく覚えている。
　１月２６日９時過ぎ総会がはじまり、１４カ国３４
名の参加者があることを議長の遠野さんが宣言した。
ルビナ調整委員の３年間の活動報告を聞きながら、
「いま報告されている期間が僕とＡＰＷＳＬのかかわ
りの３年間だったんだな」ということに気がついた。
彼女の報告中、オルタツアーで台湾に行ったこと、Ｎ
Ｚの木材、郵政労働者の日本訪問受入、その後彼らと
香港の郵政労働者やＡＰＷＳＬ香港メンバーと交流し
たこと、２回に及ぶ連続セミナーとその報告集作成販
売の活動、ＡＳＥＭ２０００にあわせてソウルで開催
されたＡＰＷＳＬ「グローバル化」プロジェクト会議
への参加等が写真の一枚一枚のように脳裏に浮かんで
きた。

　　　　　                    皆に感謝の日本委員会報告皆に感謝の日本委員会報告皆に感謝の日本委員会報告皆に感謝の日本委員会報告皆に感謝の日本委員会報告

ルビナさんの報告、タイの大学教授による基調講演
を受け午前中は終了。午後からは各国委員会報告。事
前に提出していた報告とは別に原稿を用意した。山崎
さんと僕とで作成したものである。何回も自分で声に
出して練習する。英語で話さなければならないもどか
しさを感じながらも同行した原田さんからも「大丈
夫、私にも分かるから」と励まし？を受け午後に臨ん

だ。幸か不幸か議長席に一番近くに座っていた僕と
議長の遠野さんの目が合ってしまった。遠野さんが
言った。「JAPAN!」。報告そのものは脳裏に浮かぶ３
年間の出来事とこの総会開催を準備してくれたタイ
委員会のメンバーに対するお礼ときわめて簡単なも
のだったがのだが、原稿を読みながらなぜか日本委
員会のメンバーの人たちの顔が浮かんできた。『We
…』という度に日本での運営委員会や総会で議論し
たり批判しあったりしてきた人たち。僕はその一人
一人からAPWSL日本委員会のことやAPWSLのことを
一つ一つ学んできた。僕は普段から組合会議などの
公の席で発言するときは「私たちは」と意識し話し
ている。多分そのせいだろう。『We』が僕ではなく日
本委員会全員を意味していることの重みを報告しな
がら感じていたのだ。

               資格審査委員会、資格審査委員会、資格審査委員会、資格審査委員会、資格審査委員会、議事運営委員会、議事運営委員会、議事運営委員会、議事運営委員会、議事運営委員会、
               選挙管理委員会は必要だ選挙管理委員会は必要だ選挙管理委員会は必要だ選挙管理委員会は必要だ選挙管理委員会は必要だ

　　　　　２日目は１日目の各国委員会報告の続き。議長は
マンリコ・モロさんに代わった。その後オーストラ
リア委員会から提出されていた規約改正案に対する
議論が行われた。ココでちょっと驚いたことに直面
した。地域調整委員と書記局が投票行為に加わった
ことだ。僕の経験の中ではこうしたことはなかった
ので「そんなのありかよ」と心の中で叫んだ。僕の
認識では地域調整委員と書記局構成メンバー（コン
ビーナー、コーディネーター）は執行委員会であり
投票権はないはずであった。少なくとも日本の組合
会議でそうした光景を目にしたことはなかった。年
のため僕の所属する組合の規約を参照すると全国大
会で議決権を有しない者として中央本部役員、地方
代表者と明記してある。つまり、これを適応すると
地域調整委員と書記局構成員は各種の投票行為に参
加できないのである。通訳の山崎さんに尋ねたとこ
ろAPWSL規約には総会構成員という項目しかなく投
票権についての記述はないとのこと。規約に書かれ
ていないことは有りというのは何か脱法行為のよう
な気がしてならない。

　　バンコク総会参加記　　バンコク総会参加記　　バンコク総会参加記　　バンコク総会参加記　　バンコク総会参加記　22222

　　　　　　　　　新しい始まり
共同調整委員　渡邉　弘渡邉　弘渡邉　弘渡邉　弘渡邉　弘
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　議事の進行でも気になることがあった。２日目の
午前中に役員選挙あったのだが、司会役のマンリコ・
モロさんが役員選挙で破れたため議長席から突然降
りたのだった。ここで昼食休憩となった。午後の再開
では新コンビーナーのルークさんをはじめ新役員が
議長席に座る。これに対して原田さんが「会議召集責
任者が何の説明もなく突然降りるのはおかしいと」
「納得のいく説明をしてください」と猛烈に抗議する。
当たり前のことだと僕も思った。結局会議終了まで
現行の役員体制でいくことで収まり大きな混乱はな
かったが、モロさんの会
議の進行には正直言って
閉口した。一言で表すと
「イエスかノー」式進行で
ある。誰かが意見を述べ
るとそれに対し議題とし
て取り上げるべきか否か
を図る。取り上げるべき
との声がなければ「ノー」
とみなされ議題とならな
い。午後の進行は全てが
こうした具合で「通訳」な
しでは理解できない僕と
しては考える時間がな
かった。消化不良のまま
会議だけが進んでいくと

直しをすべきではないだろうかと考えた。

          ネットワークは神出鬼没ネットワークは神出鬼没ネットワークは神出鬼没ネットワークは神出鬼没ネットワークは神出鬼没
                                                                                               　それが命　それが命　それが命　それが命　それが命
　
 今後３年間の活動は各国委員会からの１８にのぼ
る」要求によって組み立てられた。財政の裏づけのな
い状態での出発となるため仕方ないと僕は思ってい
る。「敗戦後の日本労働組合の歴史をみるとこうした

各人、各県単位の要求を全
国大会決定としたことが普
通の組合の大会だった」と
ある労働運動史に記して
あったがそれを思い起こさ
せる。要求を提出した委員
会はそのことの実現のため
に奮起せねばならない。知
恵を出さなければならな
い。そうした横のつながり
こそがＡＰＷＳＬを支えて
きたネットワークであっ
た。各プロジェクト、要求
に命を吹き込む事業に今僕
たちは着手したのである。
　経済のグローバル化によ
りアジア太平洋地域の民衆
の生活が一層苦しくなっ
てきている。各国委員会
の報告はそうしたグロー
バル化した資本との闘い

の報告でもあった。世界中を我が物顔で駆け回る資
本と対等に渡り合うにはＡＰＷＳＬの行動も神出鬼
没で鋼のような強靭さを身につけなければならない。
僕にとっての課題は次の総会までの３年間の活動で
それを身につけるすべを学び取ることだ。

いう印象だ。
　これを解決するには「言
葉に対する特別な配慮」と
ともに「資格審査委員会」
「議事運営委員会」「選挙管理委員会」を設け議長の独
断専行を許さない仕組みにするしかないというのが
僕の結論だ。今回はオーストラリア委員会からそう
したこととは違う趣旨の規約改正案が提起されたが、
僕はこれを機会に規約の不備を補うという面での見

          　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　

　　総会会場を案内するかわいい掲示
　　　　右の女性は会場の職員

バンコク総会報告特集バンコク総会報告特集バンコク総会報告特集バンコク総会報告特集バンコク総会報告特集
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エクスポージャの第１グループはエビの殻剥作業
に従事するミャンマーからの移住労働者と交流でき
るというので参加した。総会会場の女性教育訓練セ
ンターからほとんど外に出ていないので少しでも遠
くに出たいと気持ちもこのグループを選んだ理由の
一つでもあった。
参加者９人と案内のビルマ人ミント・ワイさん

（ミャンマー民主化のたろのタイ行動委員会）とでワ
ゴン車に乗り込み、高速道路で南の海を目指す。高速
道路からの眺めは東京とあまり変わらず、高層ビル
は東京より多いのではと思われるほどである。１時
間以上走ってようやく郊外らしい風景になり、田の
ような広がりが見えてきたので尋ねると塩田だとの
回答。しばらくすると灯台が見えてきて車から降り
る。少し海岸まで歩いて、初めてマングローブの木を
見た。
灯台の前の草地に輪になってミャンマーからの移

万人である。外国人労働者が労働ビザを取得して従
事できるのは、建設、交通、漁業、魚加工業、製陶業、
農業など９分野に限られている。労働ビザを取得す
るには900バーツの登録料と300バーツの健康診断
料が必要である。労働ビザは雇用主が指定されてお
り、勝手に転職できない。転職するためには労働省に
申請しなげばならないが、変更が認められることは
余りない。従って労働条件がひどい場合は無断で逃
亡して新しい職場で非登録労働者として働くことに
なる。労働ビザなしの労働者を雇えば雇用主も刑罰
が科せられる。しかし、警察にワイロを毎月定期的に
支払って摘発を逃れている雇用主も多い。
　

  　　　賃上げ要求ストライキも賃上げ要求ストライキも賃上げ要求ストライキも賃上げ要求ストライキも賃上げ要求ストライキも

 　 登録外国人労働者と非登録の外国人労働者と賃
金が同じ工場もあれば、非登録のほうが日給で20か
ら３０バーツ低い所もある。タイの最低賃金は日給
で156バーツであるが、海老の殻むき作業は200バー
ツくらいになるが、150バーツ位の仕事もある。問題
は長時間労働であることで、１２時間労働で最賃程
度のところもある。ミャンマーとの国境地帯では移
住労働者のストライキも起きているが、副首相は移
住労働者が賃上げ要求すれば強制送還すると脅かし
ている。実際、タイとミャンマー政府は強制送還計画
に合意しており、国境に収容所を建設している。一方
で強制送還が進められているが、それでもタイに密
入国するミャンマー人労働者が跡を絶たない。１０
倍ほどの貨幣価値の差とミャンマーでの軍事独裁が
移住圧力となっている。密輸はブローカーにより行
われ、トラックの貨物に隠れて国境を越える。国境で
は入管職員が貨物を槍でつついて検査を行い、労働
者は槍で刺されても声を上げることができない。
タイの労働組合に外国人労働者は加盟はできるが独
自に組合を作ることはできない。しかし、労働組合は
外国人労働者が賃金を引き下げ、タイ労働者の職を
奪っていると見ており、組織化には積極的ではない。
実際に組合に入っているミャンマー人労働者はいな
い。労働組合ではなく、労働研究者などのＮＧＯが

住労働者３人から話を聴く。

　タイで働く外国人労働者の総数は推定で１００万
人。（労働力人口は3300万人）その内５４万人が労働
ビザを持っている登録外国人労働者で残りは未登録
または登録期限切れの労働者である。出身国はビル
マ、ラオス、カンボジアなどであり、ビルマが一番多
く、登録労働者が４４万人未登録が２０万から３０

　　総会エクスポージャー報告総会エクスポージャー報告総会エクスポージャー報告総会エクスポージャー報告総会エクスポージャー報告

　　　　　　　タイに働くミャンマー人労働者の話を聞く
山崎　精一山崎　精一山崎　精一山崎　精一山崎　精一

　　　　灯台の日陰で話を聴く

バンコク総会報告特集バンコク総会報告特集バンコク総会報告特集バンコク総会報告特集バンコク総会報告特集
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ミャンマー労働者の問題を取り上げ、ミャンマー労
働者とタイ労働者の交流、対話事業に取り組んでい
る。

　総会参加者からは質問が次々と出たが、時間とな
り交流は終了して作業に向った。サムツァコーン地
域にある市場のような所であった。回り一帯の商店
や屋台もミャンマー人がやっているようであった。
我々のような外国からの見学者が入ると経営者から

警戒されるということで、車から見るだけであった。
作業所というよりは市場の一角の地べたで多くの労
働者が蝦の殻剥き作業をしていた。一瞬で通り過ぎ
てしまいくわしいことは分からないのが残念であっ
た。

　　　　右がエビの殻剥き工場で働く
　　　ミャンマー人労働者のバミンさん

　（この記事は通訳用のメモから構成したもの
　なので正確性に欠きます。引用などしないよ
　うお願いします。）

　 　　　　　 ＡＰＷＳＬメーリングリスト参加のお誘いＡＰＷＳＬメーリングリスト参加のお誘いＡＰＷＳＬメーリングリスト参加のお誘いＡＰＷＳＬメーリングリスト参加のお誘いＡＰＷＳＬメーリングリスト参加のお誘い

　ＡＰＷＳＬ日本委員会は一昨年からインターネット上でのメーリングリストを開
始しました。現在３０人が加盟し、500通のメールが交わされています。情報の共
有化と議論の活発化に大きく貢献しています。
　メールをお持ちでまだメーリングリストに参加していない、会員組合、個人もま
だ多いのが現状です。一人でも多くの会員の皆さんに参加していただきたいので次

のアドレスまで接触して下さい。

apwsljp@jca.apc.org

バンコク総会報告特集バンコク総会報告特集バンコク総会報告特集バンコク総会報告特集バンコク総会報告特集
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　アフガン戦争特集

　APWSL バンコク総会でグルザー・チャウダリさ
ん（全パキスタン労働組合連盟ＡＰＴＵＦ書記
長、）にインタビューした内容に私見を加えて報
告します。
　私は WTC 爆破事件からアメリカのアフガン報復
攻撃が行われ今日に至るまでパキスタンについて
具体的なことは何も知りませんでした。インドと
カシミールをめぐって紛争している、核保有国で
あることぐらいでした。もちろん経済的に貧困で
あり軍事政権色の強い国だとの認識はありまし
た。しかし人々の生活などは、漠然としたイメー
ジの中にあり、空爆を受けているアフガニスタン
のとなりの国の労働者の姿などは、テレビでも放
映されず、APWSL の前コーディネーター、ルビナ
さんからのメールで「戦争反対、働く場をよこせ」
とデモをしたことを知っただけでした。総会で顔
を会わせた機会を利用して、是非現状を知りたい
と思い、インタビューを申し込んだところ、快く
応じていただけました。ゼロに等しい知識で質問
をしましたので、焦点の定まらないものとなって
しまいましたが、これをきっかけに交流を深めた
いと思っています。
　それぞれの文化や価値観、生活様式がありま
す。経済的に北の位置で生活し異なる文化の私
が、これから述べる諸数字に対して、私見はあり
ません。語られたままを、お知らせするだけです。
　

 パキスタンの窮状と難民流入パキスタンの窮状と難民流入パキスタンの窮状と難民流入パキスタンの窮状と難民流入パキスタンの窮状と難民流入
　
　パキスタンは IMF、世界銀行の莫大な債務を負
い、国家予算の42％が利息返済、32％を軍事費に
あて26％がその他です。国民の５％が金持ちでパ
キスタン政府の定めた貧困ライン以下の人が45％
です。水道はラホールなどの一部都市のみで、ほ
とんど整備されていません。生活用水の60％は飲
料水には適さず、乳幼児の死亡率が高い一因でも
あります。住民の55％はトイレがありません。識
字率全体で27％、女性においては18％です。産業

は農業60％その他繊維、砂糖、化学薬品、パルプ
などです。
　このような国に旧ソ連のアフガニスタン侵攻以
来300万人の大量難民が流入し、今回、さらに100
万人の人々が流入してきました。私たちがテレビ
で知る難民のイメージはキャンプで援助を待ち望
む姿ですが、そんなことだけで人間は生き延びる
ことは出来ません。働こうと努力し、低賃金でも
我慢して働きます。メイド、靴磨き、トウモロコ
シ畑の労働者、物売りなど、また工場でもパキス

タン人の60％の給料で働きます。パキスタンの資
本家とすれば、少しでも安い労働者を使いたが
り、既存のパキスタン人の労働者が失業します。
　

　　　　　　失われる職場失われる職場失われる職場失われる職場失われる職場

　　難民と言っても貧しい人々だけではありませ
ん。金持ちの難民もいます。その人たちは主に運
輸業を営みトラック輸送や路線バスを運行し、弱
小のパキスタン業者が廃業に追い込まれます。生
き延びるために武器を持った一部の難民が民家や
商店に入り略奪するケースもあり、社会不安が増
大しています。様々な要因が重なって投資家がパ
キスタンから資金の引き上げを行うので、アフガ

　　パキスタン労働運動の現状

グルザーグルザーグルザーグルザーグルザー・・・・・チャウダリさんに聞くチャウダリさんに聞くチャウダリさんに聞くチャウダリさんに聞くチャウダリさんに聞く
　　　　　　　　　　　　　原田　　恵子原田　　恵子原田　　恵子原田　　恵子原田　　恵子

手を上げる前調整員のルビナ・ジャミルの右が
グルザー・チャウドリさん
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ン空爆以降少なくとも6000 工場以上閉鎖され10
万人以上が失業しました。さらにIMF、世銀の強
力な指示で公営企業の民営化を迫られ５、６年
間で 262000 人の人員削減が行われる予定です。
鉄道の民営化攻撃に対して労働者が闘い抜いた
結果、本体ではない一部サービス部門の民営化
にとどめることが出来たそうです。しかし、その
結果2000 人がリストラされました。医者や専門
技術者でも働く場がない現状ですから他はもっ
とひどいものです。
　アフガニスタンやインド国境 15 ㎞以内に居住
していた人々の多くは、危険を避けるために移
動を始め国内難民となりつつあります。国境付
近では閉鎖する学校もでてきています。移動は
したけれど行く当てのない人々はホームレスと
なり、ますます貧困が拡大しています。
　

　　米軍の介入と反戦の闘い米軍の介入と反戦の闘い米軍の介入と反戦の闘い米軍の介入と反戦の闘い米軍の介入と反戦の闘い

　　このような混乱のパキスタンでアメリカは
新たな火種を投げ込んでいます。アメリカは現
在ではパキスタン軍の基地を一時使用していま
すが、米軍専用基地として２万エーカーの土地
提供をパキスタン政府に要求しました。バンコ
ク総会中にパキスタンから連絡があり合意され
たそうです。
　このような現状の中でパキスタンの労働者は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

反戦、雇用確保のためにデモ、ヒューマンチェー
ン、情宣ビラ配布などを積極的に行っているそう
です。大量の難民とパキスタンの労働者が今後ど
のような関係を築いていくのかについて聞きた
かったけれど、増大する失業者問題に頭がいっぱ
いの人には酷な質問なので、もっと交流を深めて
からにしようと思いました。
　

　　私たちに何ができるか私たちに何ができるか私たちに何ができるか私たちに何ができるか私たちに何ができるか
　　
　チャウダリさんは、ムシャラフ大統領やアメリ
カの批判はしましたがアフガニスタン人に対して
は批判はしなかったのでホッとしました。難民問
題はあまりにも難しく、国連や NGO や日本政府が
行っていることでは根本的な解決にはなりません。
当座は食料や衣類、医療、住居の支援は必要です。
しかし難民は援助をじっと待っているのではあり
ません。人間本来の生き抜く力を駆使して何とか
切り抜ける努力をしています。そこから新たな問
題が生じます。難民のために失業したからアフガ
ニスタンに帰れと、全部追い出すことはとんでも
ないことです。しかし、パキスタンの労働者も生
きるために働く場がいります。パキスタンの労働
者がこの危機をどのように対処するのかわかりま
せんが、今後情報を提供してもらいながら、カン
パ活動だけではなく労働者としての難民問題に取
り組む必要があると思います。
　今この時点で具体的な行動提起は私には出来ま
せん。しかし、日本における外国人労働者問題や
世界各地の移住労働者問題とも共通する部分もあ
るのではないかと考えています。APWSL 日本委員
会などでもしっかり論議していけたらと思います。

　

　　　　　　

　アフガン戦争特集
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「経営者たちは９月１１後の状況を利用してい
る。5000 人の死者を利用して組合を弱体化しよ
うとしている。」あの最悪のテロ攻撃の影響を交
流し合う地域オルグの会議が１０月中旬に首都
ワシントンで開かれた時の一参加者の言葉であ
る。全員が一致したのは、あの事件後全てが変
わってしまったが、一見したところ何も変わっ
ていないように見えることである。
ワシントンではナショナル空港が閉鎖され、

病院では何千人もがレイオフされ、多くのビル
や通りが閉鎖あるいは通行制限されるという状
況の中で、労働者と労働組合は新旧両方の課題
と取り組んでいる。ホテル・レストラン従業員
組合（ＨＥＲＥ）のローカル 25 では組合員の半
分以上の 4000 人がレイオフされていると組織局
長のジョージ・リベラは１０月１９日に開催さ
れた組織化円卓会議で報告した。この会議はＡ
ＦＬ－ＣＩＯワシントン首都圏評議会の主催で
年四回開催されているものである。
　

戦略の変更

リベラの報告によると９月１１日の攻撃の影
響により既に進行中であったローカル25 の戦略
の変更が一層加速された。「長年慣れ親しんでき
たサービス型の組合運動では組合員拡大は捗ら
なかった。一時期、この地域のホテル労働者の
５５パーセントを組織していたが、今では 4 0
パーセントに近づいている。組織率がこれだけ
低くなると組合は交渉するのではなく、お願い
することになってしまう。」
　「既に職場委員会の委員長が苦情処理を担当で
きるように研修を始めていた。またビジネス・
エージェントが組織化のための個別訪問をでき
るようにしていた。組合情報を郵送するのでは
なく、手渡しするようにしていた。」
　「組合員とのつながりを深めることでサービス
型の組合運動を克服しようとしてきた。家賃や

光熱水費の支払いなどの相談に一日150 人もの組
合員が組合事務所に来るようになった。」レイオ
フされた組合員とのつながりを強めることによ
り、組合員が地域で持っている教会や近所グルー
プなどのつながりとローカル組合は結びつくこと
ができるようになった。
　「この危機により組合は課題と同時に機会も与
えられた。」とＨＥＲＥローカル 27 の駐車場労働
者組合のエミル・アベートは語る。９月30 日に予
定されていた世界銀行とＩＭＦの会議に反対する
大抗議集会に合わせて一日ストライキを構えてい
たが、中止を余儀なくされた。少なくなった人員
で組織化計画を継続するためにローカル27 では組
合員自らが苦情処理に当たるよう研修している。
　この危機を利用しようとする会社も出てきてい
る。ローカル27 が３年にわたって組織化しようと
してきたインターパーク駐車場の管理者はローカ
ル27 のオルグのトレーシー・リンゴを解雇するた
めにとんでもない口実を思いついた。「ある晩自
宅に警察がやってきて、私が爆弾を仕掛けて脅迫
していると管理者が通報してきたと言うんだ。」
とほとんどがエチオピア人の駐車場労働者の組織
化の中心人物であったリンゴは語る。インター
パーク社の反組合攻勢の特徴は移民労働者を脅か
すことであり、休憩時間中の労働者と接触するの
にもいつも妨害を受けていた。
　９月11 日以降の首都の厳戒態勢と緊張を考える
と警察の訪問は神経に応えた。しかし、爆弾騒ぎ
があって数日経ってからインターパーク社からの
通報があったのはおかしいと警察が言っていたの
で気が楽だったと、リンゴは言っている。
建設産業ではオルグが職場から放り出されるの

は慣れっこであるが、「今では警戒は一段と厳し
くなった。」と測棹手労組ローカル 201 のオルグ、
ケビン・マクベイは証言する。
　

連邦政府での組合潰し

　　　　米米米米米「「「「「レレレレレイイイイイバババババーーーーーノノノノノーーーーーツツツツツ」」」」」誌　１２月号より誌　１２月号より誌　１２月号より誌　１２月号より誌　１２月号より

　　　　９月１１日後の組織化の新しい課題
クリス・ガーロック

（ＡＦＬ－ＣＩＯワシントン首都圏評議会ユニオンシティー調整委員）

　アフガン戦争特集
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害とそれを跳ね返そうとする労働者たちとオルグの
闘いが伝わってくる。
　馴染みのないと思われる用語の解説をつけて皆
さんの理解の助けとしたい。

●　ワシントン首都圏評議会　　
 首都ワシントンの地方労働組合評議会（Central
Labor Council)。AFL-CIO加盟のローカル労組が郡、
市レベルで結成しているのが地方労働組合評議会。

連邦政府部門でも「多くの管理者がこの機会を利
用して組合を潰そうと、治安を口実にして労働者
をレイオフしたり選別解雇したりしている。」と連
邦従業員組合（ＡＦＧＥ）のデービッド・シュラ
インは報告している。例えば司法省入国帰化局で
は高度の治安対策が必要であるので団体交渉権を
廃止したいと高官が提案してきた。国務省での組
織化運動は中止せざるを得なかった。「警備が厳し
すぎてオルグが中に入れないからだ。」空港警備の
連邦職員が組合加入する権利があるのか、あるい
は公務員としての基本的な権利があるのかさえま
だ決まっていない。
　他のオルグたちも似たような影響を報告してき
ている。２万人のデルタ航空の客室乗務員の組織
化攻勢でも爆弾さわぎと警備問題がありその影響
はまだ分かっていない、恐怖状態のため個別訪問
が困難になっている、９月１１日の事件に関連し
て口実を作って交渉を拒否する経営者たち、など。
　「移住労働者の権利や人種問題を取り上げること
は完全に忘れられてしまった。」とあるオルグは
語っている。別のオルグはこう言っている。「ブッ
シュは労働者のことなど何も考えていないという
点では９月11 日以前と変わっていない。ただテロ
との闘いを利用して労働者の利益に反する政策変
更をやろうとしていることだけが違いだ。」

屈しないオルグたち

経営者たちが変わっていないとすれば、オルグ
たちも変わってはいない。「この危機は組合の課題
をより重くしているが、同時に機会も与えてくれ
ている。」とＨＥＲＥのリベラは言う。「ロナルド・
レーガンは労働運動のオサマ・ビン・ラディンだっ
た。航空管制官の解雇により組織化ができないこ
とを認めざるを得なかった。しかし、我々には夢
がある。今とは違う労働条件が可能なことを夢見
る。夢を見続けようではないか！」
これに対してローカル201のエド・マトスも「退

却もしないし、降伏もしない」と語って同意した。

 　□　　 解　説　　□
•@あの９月１１日の事件がアメリカの職場に何をもた
らしたか、独立した労働運動の研究・調査・運動団体
である「レイバーノーツ」誌に掲載されたこの記事は
明らかにしている。アメリカのナショナル・センター
ＡＦＬ－ＣＩＯが進めている組織化運動が受けた被

●　ユニオン・シティー　
ＡＦＬ－ＣＩＯが進めている組織化運動の一つ。
地方労働組合評議会が組織化に重点を置くことを
決定して、ＡＦＬ－ＣＩＯに申請して認められる
と、組織化のための財政的援助などを受けられる
ようになる。このＡＦＬ－ＣＩＯのバックアツプ
を受けて地域ぐるみの様々な組織化キャンペーン
が展開されている。

●サービス型労働運動　
　　組合の専従役員が組合員に替わって苦情処
理、交渉などの組合活動を行う組合運動のあり
方。組合員は組合費を払う対価として組合専従か
ら様々なサービスを受け取る。アメリカ労働運動
に伝統的に強かったビジネス・ユニオニズムとと
同根。サービス型労働運動と対照的に使われてい
るのが、組織化型労働運動。組合員自身が苦情処
理、交渉、組織化などの組合運動に参加する運動
のスタイル。

●　ビジネス・エージェント
　　ローカル労組の専従役員で組合費の徴収、苦
情処理、交渉などの日常業務に従事する。任命さ
れる場合と選出される場合がある。サービス型労
働運動の担い手。

□　解説者はこの記事を共感と関心をもって読
み、翻訳した。しかし、最後の章で引用されてい
る言葉、「ロナルド・レーガンは労働運動のオサ
マ・ビン・ラディンだった。」に同意するもので
はない。このようなアメリカ中心的な見方が先進
的な労働運動の中でも存在している現実を示して
いる。１月号のレイバーノーツ誌は、同じ首都ワ
シントンで労働運動指導者とイスラム指導者の会
議が開かれたことを報じている。

　　（　翻訳・解説　　山崎　精一　）

　アフガン戦争特集
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　　　　　□　　解説　　□　
　昨年10 月、韓国では公共部門の構造調整・
リストラ策に反対する対策機構が結成され
た。「国の基幹産業民営化（私有化）阻止共
同闘争本部」（略称・「共闘本部」）がそれだ。
これは韓国国鉄やガス、発電などの当該の７
つの労組とオブザーバーの社会保険労組で構
成されている。国鉄やガスなどは上部団体が
韓国労総で、地域暖房労組や社会保険労組は
民主労総だが、今後ナショナルセンターの枠
を越えて対応しようとするもの。一方、「国
の基幹産業民営化（私有化）・海外売却阻止
汎国民対策委員会（略称・国家基幹産業汎対
委）」も結成されたが、ここには上記闘争本
部の労働団体だけでなく、民主化闘争時代か
らの在野社会運動や宗教団体を含む 4 5 団体
が構成メンバーとなっている。
199 8 年に誕生した金大中政権は、そのス

タートと同時に IMF（国際通貨基金）の緊急
支援を受け、IMF の要求にしたがって経済の
構造調整を行った。整理解雇を含むその荒療
治は 3 年間でIMF 体制から脱却するほどだっ
たが、韓国政府の構造調整・リストラ策は今
後国鉄、電力、ガスなどの公共部門へ本格化
しようとしている。
闘争本部、汎対委側は、構造調整政策の一

番大きな問題点を新自由主義、国際金融資本
に対する国民経済の屈服だとしている。公企
業の民営化がIMF 要求のもと、韓国経済を再
編しようとする多国籍企業の狙いから出たも
ので、民営化は海外の多国籍企業への乗っ取
りにより国民生活が根本から脅かされるもの
だして警戒感を強めている。昨年末に合意さ
れた日韓投資協定に韓国労働側が反発するの
も、海外投資が自由化されることによって、
民営化された公企業を多国籍企業が買い取っ
ていく（例えば日本のJRが買収する？）状況
が生まれるからだ。この春闘の基本方向も賃
上げより民営化撤回に焦点があてられてい

て、人員削減や雇用不安の解消も主な要求項
目となっている。
委員長が逮捕されている民主労総、そして

2 月の代議員大会で「新自由主義政策に真っ
向から対立していく」とした韓国労総は、5―
6 月のワールドカップ、地方選なども見越し
て前倒しの闘いを組んだ。両ナショナルセン
ターによる公務員労組の組織化も本格化して
いるところから、公共部門におけるストを含
む闘いは本格化しそうだ。　　　　　　　　
（2 月 21 日記）

□　ニュース　□　
　
　「国の基幹産業民営化（私有化）阻止共同闘争
本部（以下「共闘本部」）に所属している鉄道、ガ
ス、発電労組による共同ストライキが目前に迫っ
た2月 19日、民主労総と韓国労総は鉄道労組の講
堂で「対政府直接交渉を要求する韓国労総・民主
労総合同記者会見」を行った。
　この日の記者会見はすでにストの方針を明らか
にした鉄道、ガス、発電労組が政府に直接交渉を
要求したのにもかかわらず、19 日の朝になっても
何ら返答がないばかりか、「不法ストには厳しい
態度で臨む」としたため、再度立場を明らかにし
たもの。

民主労総・韓国労総合同記者会見労総
　

　鉄道、ガス、発電、地域暖房、韓国電力技術、
高速鉄道建設公団ならびに社会保険労組をオブ
ザーバーとする「国の基幹産業民営化（私有化）
阻止共同闘争本部（以下「共闘本部」）が昨年
10 月に結成されて以後、韓国労総と民主労総は
共闘本部の活動と闘いを積極的に支持、支援し
てきた。それは、国民の日常生活に必要不可欠
な公共サービスを政府自ら国内外の独占資本に
売却してしまうと、国民に大きな災いをもたら
すことは目に見えているからだ。我々は鉄道を
民営化して惨憺たる失策を繰り返したイギリス
の事例、電力を民営化して混乱に陥ったアメリ

カ・カリフォ
ルニアの事例を反面教師とするよう繰り返し要求し

　　民営化民営化民営化民営化民営化・・・・・リストラ阻止に向けリストラ阻止に向けリストラ阻止に向けリストラ阻止に向けリストラ阻止に向け

　　　　　　　　　　韓国公共部門労組が共同ストライキに韓国公共部門労組が共同ストライキに韓国公共部門労組が共同ストライキに韓国公共部門労組が共同ストライキに韓国公共部門労組が共同ストライキに
•@解説解説解説解説解説・・・・・翻訳翻訳翻訳翻訳翻訳　　　　　　　　　　大畑　正姫大畑　正姫大畑　正姫大畑　正姫大畑　正姫
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てき
た。
　「共闘本部」労組参加の鉄道、ガス、発電労組がこ
の15日記者会見を通じて、対政府交渉を要求し、要
求が受け入れられない場合には共同ストに突入する
とした方針を公式に明らかにしたにも関わらず、政
府は19日になっても何の返答もない。報道によれば、
政府は共闘本部の労組側と真摯な姿勢と誠実な交渉
で平和的に解決はおろか、「不法ストには厳重に対処
する」などと無責任な発言をしているという。
　韓国労総と民主労総は、共闘本部の要求する「国の
基幹産業民営化（私有化）及び海外売却の撤回」、「公
共部門の人員削減中断と増員、労働条件の改善」、「労
政交渉の実施」、「国の基幹産業及び民営化に関する国
民テレビ討論会の実施」と、各労組の要求に政府が直
ちに誠実な交渉に応じることを再度要求する。
　我々が要求しているのは、個別企業の労使問題で
はない。全国民の生活に大きな影響を与える重大な
社会問題だ。このようなところから韓国労総と民主
労総は、共闘本部所属労組が両ナショナルセンター
傘下の労組ということだけではなく、国民の不利益
を防ぐ意味からも両ナショナルセンター委員長が直
接交渉に乗り出すことを明らかにする。ここに我々
は対政府交渉団を構成し、政府側交渉団に対する
我々の立場を明らかにするものだ。
1. 両ナショナルセンターの対政府交渉団構成と関
連して
a) 我々の交渉団代表には、両ナショナルセ

ンター委員長が共同代表となる。
b) そのほかの交渉委員は、共闘本部の代表

者7 人のうち、4 ～ 5 人とする。
c) 交渉開始は、政府側交渉団の構成と同時

に行われるものとする。
d) 交渉時限は、原則 2 月 24 日 24 時までと

する。
e) 交渉の決裂、または交渉の拒否により25

日に共同ストライキに突入した後にも、
我々は政府側といつでも交渉に応じる用
意があることを明らかにする。

2. 政府側交渉団構成と関連した両ナショナルセ
ンター（共闘本部）の立場について
a) 政府側交渉団の構成は、原則的に政府側

が判断する問題である。
b) にもかかわらず、鉄道、ガス、発電産業、

地域暖房、電力技術、高速鉄道公団など
の民営化方針が産業資源部、建設交通部
と関連があり、大規模な労働争議だとい
うところから労働部、また各部だという
事実から次の二つの案から政府が一つを
選択することを望む。

<1> 案：代表―首相、委員―共闘本部所属労
組の要求事項関連部署の長官
<2> 案：代表―下記長官のうち選任、委員―

企画予算処長官、行政自治部長官、建設交通部
長官、産業資源部長官、労働部長官
　以上のような韓国労総と民主労総の対政府交
渉関連の方針と要求に対して、政府は直ちに交
渉に応じることを再度要求する。
　　　　　　2002 年 2 月 19 日
全国民主労働組合総連盟、韓国労働組合総連
盟

共闘本部共同要求案及び7労組の要求案

1．　国の基幹産業民営化（私有化）及び海
外売却の撤回

―鉄道民営化方針の撤回
―ガス産業の構造改編及び民営化方針の撤回
―韓国電力技術の財閥への売却撤回（従業員
株主制度の受け入れ）
―地域暖房（集団エネルギー事業）民営化撤
回
―高速鉄道公団の分割方針撤回
―民間医療保険導入計画の撤回
2. 公共部門の人員削減中断、増員、労働条
件の改善

―人員削減の全面中断と増員
―労働条件改悪のない週40時間労働制を7月
1 日から全面実施
―労使問題介入の政府指針の撤回と労働条件
の改善
3. 労政交渉の実施（略）
4．テレビ討論会の実施（略）

各労組の要求項目
1 鉄道労組の5大要求

1. 民営化の撤回と鉄道の公共性強化のための社会
協議機構の設置　2. 長時間労働の撤廃と劣悪な勤
務形態の変更　3. 現場への増員　4. 解雇者の現
職復帰　5. 産業安全対策の整備

2 発電産業労組の 5 大要求
1. 発電所売却の撤回　2. 団体協約の締結　3. 解
雇者の現職復帰　4. 労働強化中止　5. 発電企業
の経営自立権保障

3 ガス公社労組の 5 大要求
1. ガス産業の構造改編政策の撤回と立法化撤回　
2. 事故に備えた供給管理センターへの人員増員　
3. 団体協約締結による労働条件の改善　4. 労使
交渉と経営の自立性確保　5. 労組活動の保障
　　4高速鉄道公団労組、地域暖房公社労組、電
力技術労組の要求案は省略
　　5　社会保険労組の要求案
1. 民間医療保険導入計画の撤回　2. 保健福祉部
指針の撤回と労使合意事項の履行　3. 逮捕労働者
の釈放と解雇者の現職復帰

ハングルハングルハングルハングルハングル・・・・・コーナーコーナーコーナーコーナーコーナー
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　　中国における炭鉱事故の続発中国における炭鉱事故の続発中国における炭鉱事故の続発中国における炭鉱事故の続発中国における炭鉱事故の続発

　　　民営化が労働者の命を奪う民営化が労働者の命を奪う民営化が労働者の命を奪う民営化が労働者の命を奪う民営化が労働者の命を奪う

□　　解　説　　□

　１９９０年代に入り中国では国有企業改革が進
められてきた。工業総生産額にしめる国有経済の
割合は９０年の５４．６％以上から９９年には２
８．２％にまで低下した。国有企業改革によって
多数の労働者が市場経済の大海原に投げ出されて
いる。ここに翻訳した報道は、中国における炭鉱
の民営化によって労働者の安全が脅威にさらされ
ている一面を明らかにしている。炭鉱に限らず、
国有企業ではまず一時帰休・リストラを実施し、
その後に民間に払い下げられて（国有資産がただ
同然で「売却」される場合も多々ある）、元々そ
こで働いていた労働者の一部の条件を切り下げて
再雇用する、というやり方がとられているケース
が多い。

　今年に入ってからも炭鉱における事故は続発し
ている。
□　2002 年 1 月 18 日　吉林省長春市九台羊草溝
炭鉱で爆発事故、4 人が死亡。
□　2002 年 1 月 20 日　吉林省東遼県の炭鉱で爆
発事故、1人が死亡、1人が負傷、2人が行方不明。
□　200 2 年１月２１日　湖北省松滋市の炭鉱で
火災、作業員３２人のうち、１９人は無事、４人
の死亡が確認された。
□　2002 年１月23 日　湖北省　寧の炭鉱でガス
爆発、６名の作業員が火傷、うち４人は危篤。

民営化が労働者の命を奪うことを明らかにしたひ
とつの実例である。

翻訳・解説　　稲垣　豊（日本委員会運営委員）

昨年　中国では
　　　五千人が炭鉱で命を落とす

台湾紙「聯合報」（2002 年 1 月 28 日）より

　
　中国は石炭産出量では世界一だが、炭鉱内で亡
くなる命の多さも世界一を誇る。中国政府が先週
発表したところによると、昨年の1月から11 月の
間にあわせて 540 0 人の炭鉱労働者が爆発などの
事故で亡くなっている。ある研究では、中国の炭
鉱での災害的事故で毎年一万人が亡くなっている
としている。アメリカの石炭産出量は中国よりも
やや低く世界第二位だが、毎年わずか30 人ほどが
坑内の災害的事故で亡くなっているだけである。

　　上述の統計はまさに中国共産党政府が経済的
規制を緩和し、さらに多くの民間企業の経営を認
めた後の現状を十分に反映したものである。

　　これまで炭鉱労働者は国家が雇用し、社会主
義祖国のために働き、待遇も比較的よく、尊重さ
れていた。しかし現在は多くの労働者が民間の鉱
山で働いており、安全基準などは省みられない。
新しい経済制度（改革開放政策）の実施後、仕事
に就けているだけで幸せであり、誰が安全基準な
どの過分な要求ができるであろうか。

　　昨年、坑内での爆発事故で奇跡的に助かった
李子奇（音訳）は次のように語る。「鉱山労働者の
人生を語りだせば非常につらくなる」。李子奇は
炭鉱が集中する地域、山西省に住む。中国の毎年
の石炭産出量は十億トンにのぼり、その三分の一
が山西省で産出される。

　　昨年、山西省の炭鉱ではあわせて 5 件の事故
が発生し、少なくとも 100 人の炭鉱労働者が亡く
なった。最も大きな事故は11月15日に発生し、あ

中国語コーナー
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わせて33人が亡くなり、12人が負傷した。

  政府の統計データによると、昨年坑内の災害的事
故で亡くなった被害者数は前年に比べて若干減少し
ているが、事故のニュースはよく聞く。先週も三つの
省で発生した炭鉱の事故では少なくとも50人の炭鉱
労働者が死亡している。

  中央計画経済の時代には、大型国有炭鉱におい
ては効率はいまひとつだったが、全国800 万人の
鉱山労働者の安定した収入を保障することがで
き、社会保障も提供できた（訳注：中国では年金
や社会俣険などは政府ではなく、企業が保障して
いた〉．この20年来、政策の根本的的転換（訳注：
改革開放政策の導入）で、いっそうの競争力を
持った経済制度を実施したことにより、赤字国有
炭鉱は閉山に追い込まれ、200 万人が失業した。

   一部の営利を求める小規模企業が国有炭鉱に
とって代わった。これらの小規模企業は、廉価な
労働力の搾取に懸命になった。これらの労働者の
多くは解雇された炭鉱労働者と貧しい農民であ
る。

  多くの民営炭鉱で賃下げが行われるだけでな
く、安全基準さえも引き下げられた。彼らは必死
に地下作業所を建設するが、出入りできる坑道は
逆に少なくなり、ガスを放出する換気装置も使用
しなくていい場合には使用しない。ある報道で
は、中国の炭鉱爆発事故の半数はこれらと関係が
あるとされている。民営炭鉱が実施する安全検査
と炭鉱労働者への安全訓練もいっそう少なくなっ
てきている。

  1990 年代の終わり、中国ではあわせて8万の小
規模炭鉱で石炭を産出しており、政府による監督
業務は困難を極めた。北京市当局は一部の炭鉱を
閉鎖したが、少なくとも 2 万 3 千カ所の炭鉱で業
務を継続しているが、その大部分は民営の炭鉱で
ある。政府が炭鉱を閉鎖すればするほど、違法な
石炭採掘の利潤は拡大する。産出量の減少に伴
い、石炭価格は上昇する。政府の査察を免れるた
めに、許可書をもたない小規模炭鉱は夜間に活動
するが、なかには昼間も活動するものもある。こ
れらの違法炭鉱が雇用、あるいは役人への賄賂を
提供するということから、地方政府は見て見ぬふ
りをしている。
　　現在までに、政府は一部の危険な炭鉱だけし
か閉鎖できない。なぜなら中国は世界最大の石炭
消費国であり、毎年消費される石炭は世界で産出

される五分の一を占め、アメリカのそれに比べて若
干多いからである。
　　家庭および企業がさらに経済的な代替エネル
ギーを使用することができるまでは、中国は依然
として石炭によって経済成長を支えなければなら
ない。
　　　　　　　　　（以上）

中国語コーナー

災難中国　湖南、雲南、江西の
　　炭鉱事故50 人以上が亡くなる
「東森ニュース」（2002 年 1 月 16 日）より

　
　　中国でここ数日連続して炭鉱事故が発生し
た。事故現場はそれぞれ湖南省、雲南省、江西省
で、あわせて 5 0 人以上の炭鉱労働者が亡くなっ
た。中国の炭鉱事故のニュースは珍しいものでは
なく、そのおおくは民営炭鉱で、通風設備の不備
によって引き起こされている。
　　中国の湖南省では、優良な安全記録を誇って
いた国営炭鉱で、月曜日に事故が発生した。炭鉱
労働者が採鉱作業をしている時に、不注意からガ
スの配管を切断し、ガス漏れが生じ、12 人は無事
に逃げおおせたが、残る18 人は窒息で死亡した。
　　雲南省文山壮族苗族自治州では、村民が自分
で掘った違法な小規模炭鉱で、月曜日に爆発事故
が発生し、25 人が死亡した．

　　その前日には、江西省平山でも炭鉱爆発事故
が発生し、7人の炭鉱労働者が亡くなり、1人が行
方不明になっている。炭鉱事故が相次ぐ事から、
石炭工業局は安全基準の実現を求め、「国有、集
団所有、あるいはその他の炭鉱を問わず、安全基
準に満たないものは、その経営者の責任で閉鎖し
なければならない」としている。中国では頻繁に
炭鉱事故が発生しており、毎年何千人もの炭鉱労
働者の命が奪われている。それは違法な採鉱と通
風設備の不備などによって引き起こされている。
　　　　　　　　　　　　　　　　（以上）
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   第３期　連続セミナー第３期　連続セミナー第３期　連続セミナー第３期　連続セミナー第３期　連続セミナー「「「「「グググググロロロロローーーーーバババババルルルルル化化化化化ととととと労労労労労働働働働働」」」」」　　　　　案案案案案内内内内内

国境を越える運動と模索国境を越える運動と模索国境を越える運動と模索国境を越える運動と模索国境を越える運動と模索

　　一昨年から関東で始まったＡＰＷＳＬ連
続セミナー「グローバル化と労働」。今年も
以下のとおり３回のセミナーを企画しまし
た。１回目はアメリカから、２回目はマ
レーシアから講師を呼びました。今回は国
内のみ、しかも全員がＡＰＷＳＬ会員の講
師で組んでみました。第１回はアメリカに
帰国するメンバー、第 2 回目はタイ、第３
回目はブラジルに行ったメンバーからの報
告と提起です。
　会員の方はもちろん、会員でない友人も
お誘い合わせの上、ご参加下さい。

第１回　　３月１６日（土）２時
　　　□　テーマ
　　　　　「移住労働者教育プログラム日米比較」
　　　　　　労働組合の参加とコミュニケーションの違いを巡って
　　　□　講　師  ジョン・マクラフリン  （全国一般東京南部執行委員）

滞日１２年のジョン・マクラフリンさんがこの三月にアメリカに帰国されます。ＡＰ
ＷＳＬでは長年にわたり英文機関紙の編集とリライトに貢献していただきました。また
全国一般東京南部では組合員として、国際労働研究センターでは外国人労働者の研究
で、幅広く活動され、その誠実な人柄とあいまって私たちにとってなくてはならない存
在でした。日本を去るに当たってジョンさんのお話を伺う場を設けました。外国人労働
者の活動に関わって来る中で感じられた労働組合運動のあり方での日米の違いについて
話していただきます。外国人労働者のテーマと取り組む皆さん、アメリカでの新しい労
働運動の展開に心を寄せる皆さんの参加をお待ちしています。
なお、講座終了後ジョンさんの送別会を持ちますのでご参加をお願いします。　

　　　□　　３回に共通　　□

□　会場　ちよだ中小企業センター
　　　　　　　千代田区神田錦町 3 - 2 1
　　　　　　　電話　　3233-1461
　　　　　　　地下鉄東西線竹橋駅 3 ｂ出口から５分
□　参加費　　5 0 0 円　　

 セミナー案内
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台湾と台湾台湾

　　　□　テーマ
　　　　　ＡＰＷＳＬバンコク総会報告　
　　　　　　　「草の根のネットワークの可能性とは？」　　

　　　□　講　師　　渡邉　　　弘　　（ＡＰＷＳＬ日本委員会調整委員）
　　　　　　　　　　山崎　　精一　　（　　同　　　　　　　リンクス編集長）

　第３回 　　５月１０日（金）７時　

　第２回　　4月１２日（金）７時

三年に一度のＡＰＷＳＬ総会がタイのバンコクで１月に開催されました。１５
カ国から４０人が参加しました。新規加盟の東チモールはビザが取れず、残念な
がら参加できませんでした。短い準備期間の上、資金不足という困難な状況の中
で、女性中心のタイ委員会が総会の準備を立派に果たしてくれました。
総会では規約改正、役員選挙、新たな資金の獲得など、いわば内向きの議論が
中心でした。しかし議論の中から、草の根の国際連帯のネットワークとしてのＡ
ＰＷＳＬの原点そして可能性が浮かび上がって来ました。そして日本委員会は総
会の議論を方向づける大きな役割を果たして貢献することができました。
今後、三年間いつも振り返ることになる重要な総会ですので、全ての会員の皆

さんが参加してその結果を確認されるようお願いします。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 　　□　テーマ
　　　　第２回世界社会フォーラム報告・ポルトアレグレからのメッセージ

　　　　　　「もう一つの世界は可能だ！」
　　

　　□　講　師　　　秋本　陽子　（ＡＴＴＡＣＪａｐａｎ・首都圏　）
　　　　　　　　　　榊原　裕美　　（ピープルスプラン研究所）

昨年のスイス・ダボスでの会議に続き、ニューヨークでこの１月世界経済
フォーラムが開催され、グローバリズムを推進する側の政府と多国籍企業の代表
が集まりました。これに対抗してブラジルのポルトアレグレで世界社会フォーラ
ムが開催され、世界中の労働組合やＮＧＯが集まり、ネオリベラリズムに対抗す
る世界規模のオルターナティブを模索しました。討論には毎日１万人以上が参加
し、デモには６万人が参加し、「ダボスには金勘定が、ポルトアレグレには人間
の連帯がある」ことを世界に示しました。
この会議に参加したＡＰＷＳＬ日本委員会の二人の会員から報告を受けるので
多くの人の参加を訴えます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
　
　
　
ｰ

台湾と台湾台湾

 セミナー案内
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　●　直前まで開催も危ぶまれたＡＰＷＳＬバ
ンコク総会も何とか無事終えることができた。
女性中心のタイ委員会のがんばりのおかげで
あった。また彼女たちと共に、共同議長として
の責任を最後まで果たした遠野さんの活躍のお
かげでもあった。
　●　ギリギリまで各国参加者の名前も揃わな
かったが、タイでのビザが取れなかった新規加
盟の東チモール以外は全部参加することができ
た。各国報告も事前には集まらなかったが、総
会には全部の国から報告が出された。ただ、イ
ンドが相変わらず男性一名の参加、インドネシ
アも男性二名の参加であったことが、残念で
あった。男女同数参加というＡＰＷＳＬの原則
の再確認が求められる。
　●　三年前のスリランカ総会には私は参加せ
ず、引き続いてマレーシアで開催されたアジア
太平洋民衆会議に参加した。ＡＰＷＳＬのメン
バーも参加したが、大半がＮＧＯの活動家たち
であり、国際会議に熟練した人たちの集まりで
あった。その会議の雰囲気と較べると今回のバ
ンコクでのＡＰＷＳＬ総会はいかにも草の根の
労働者の集まりという感じであり、ほっとする
ものがあった。
　●　それだけに、その雰囲気にそぐわないマ
ンリコ・モロさんの硬直した官僚的な司会ぶり
に違和感を覚えた。ルールや効率性を求めるの
ではなく、参加者の感情と連帯感を高めるよう
な議事進行がＡＰＷＳＬのような組織にふさわ
しいと思った。
　●　時間に追われ、強権的な司会に抗して日
本代表団はよく検討したと思う。総会の議論を
方向づけるような重要な発言ﾎを行ったのマレー
シアと日本であった。

編集部より編集部より編集部より編集部より編集部より
　通訳を保障することが常に問題となるが今
回もそうであった。ジョン・メイナードさんの
速記によりかなり緩和されたとはいえ、どれ
だけ通訳されて全参加者に理解されているか
疑問である。英語で発言せず、通訳を介して議
論に参加したの日本とタイだけである。（９３
年に日本で行われた東アジア交流にアジアマ
イグラントセンターを代表して参加していた
スパワディー・ペトラットさんがタイ語と英
語の同時通訳をしていた。）英語を話せない参
加者は各国報告などは自国語で行っていたが、
討論には参加できていなかった。これからの
総会でも言葉の問題が最大の課題であり続け
るであろう。
　
　●　今回は大畑さんにハングルからの翻訳

ルトアレグレには人間の連帯がある」こ
とを世界に示しました。
この会議に参加したＡＰＷＳＬ日本委
員会の二人の会員から報告を受けるので
多くの人の参加を訴えます。　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を
お願いした。できれば毎回お願いして、稲垣さ
んの中国語コーナーと共に常設の企画として
いきたい。できれば他のアジアの言葉からの
翻訳コーナーも設けたいと思いますので、翻
訳に協力していただける人がいたら紹介して
下さい。
　
●　このリンクスの字体について一言。ゴ
シック体はこの機関誌のために書かれたいわ
ば書き下ろしの記事。明朝体は翻訳記事など
他で既に活字になったものを転載したもので
ある。
●　次号は５月末に発行予定である。　掲載
したい記事、翻訳、短信などなんでも結構です
ので、連休明け位までに送ってもらいたい。
写真も忘れずに。
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